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Carumonamの 外科的感染症 に対 する使用経験

山本 博 ・木梨 守 ・志村秀彦

福岡大学医学部第1外 科教室

新 しい単 環 性 β-lactam系 抗生 物質carumonam(CRMN,AMA-1080)を 外科 的感染

症8例 に使用 した。投与 は1回1gを1日2回,5日 か ら7日 間静 脈 内に投 与 した。

1.術 後創 感染1,皮 下膿 瘍1,術 後腹 腔 内感染2,胆 道 感染 症3,術 後 肺 炎1の 計8例

に使 用 した。 総合 臨床効 果 は有効5,や や有 効2,無 効1で 有効 率 は62.5%で あ った。

2.細 菌学 的 には全例 か ら検 出され た13株 の うち7株 が 除菌 され,5株 に菌量 の減少 を

認 め た。

グ ラム陽性 菌 は2株 が検 出 され,消 失1,増 加1で あ り,グ ラム陰性 菌 で は11株 中6株

が 除菌 され,5株 に菌量 の減 少 をみた。

3.Pseudomonas aeruginosaは6株 が検 出 され たが,う ち3株 が消失,3株 に菌 量の減

少 をみた。

4.特 記 すべ き副作用 はみ られ なか った。

は じ め に

Carumonam(CRMN,AMA-1080)は 武 田薬 品工 業

株 式 会社 中央研 究 所 で 開発 され た β-lactam系 抗生 物 質

で,特 徴 あ る そ の構 造 か らmonobactam系 あ る い は単

環 性 β-lactam系 と 呼 ば れ て い る。 こ の 物 質 は

Pseudomonas aeruginosaを 含 む グ ラム陰 性 菌 に強 い抗

菌 力 を持 って お り殺 菌的 に作 用 す る。 また細 菌 が産 生 す

る各種 β-lactamaseに 対 して 強 い抵 抗性 を示 す が,グ ラ

ム 陽性 菌 に対 す る抗菌 活 性 は弱 い 。 この 薬剤 の グラ ム陰

性 菌 に 対 す る 抗 菌 力 はEscherichia coli,Proteus,

Enterobacter,Serratia,Pseudomonasな どに広 くか つ

強 い特 色 を持 って い る。

本 剤 は感染 防 御 試験 や 治療 試 験 に よ って生 体 にお い て

も高 い効 果 を持 つ こ とが 確 か め られ,そ の安 全 性 に つ い

て は一 般 毒性,特 殊 毒 性 な どが 検討 され て い る。 臨床 薬

Fig. 1 Chemical structure of carumonam

理学的には本剤は静注や点滴静注によって投与され高い

血中濃度が得 られる。健常例では約70%前 後が尿中に排

泄 される尿 中排泄型抗生物質である。また本剤の一つの

特徴 はβ-lactamaseに 高い安定性を示 すことであるが,

TEM,OXA,PSEな どにほ とん ど加水分解を受けない

ことが確かめ られ ている1)。

本剤 はβ-lactam単 環 を持つ新 しいタイプの抗生物質

で構造式は次の通 りである(Fig.1)。

われわれは このCRMNの 供与をうけ外科的感染症に

使用 して細 菌学的な らびに臨床的効果 を検討 したので報

告する。

臨 床 的 効 果

外 科的感 染症 に対 す る細 菌学 的お よび臨床的効果

を検 討す るた め,次 の よ うに本剤 を使用 した。対象

患者 は昭和59年7月 か ら昭和61年1月 の間に福岡

大 学病 院第1外 科 に入院 した42歳 か ら75歳 の成人

で男性3,女 性5の 外 科的感 染症 患者8例 で,そ の内

容 は術 創感 染1,術 野皮下 膿瘍1,腹 腔内感染2,胆

道 感染3,術 後肺 炎1で あ った。本 剤使用 による総合

的臨床 効果 判定 の基準 は次 の とお りとした。

著効:自 覚的 所見 の消 失,他 覚 的所見の正常化お

よび起 炎菌 の陰性 化 のい ずれ もが5日 以内 に認めら

れ た場 合。
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有効:上 記3項 目の うち,5日 以 内に2項 目に改

善 あ るい は正 常化,陰 性化 が あった場合。

やや 有効:上 記3項 目の うち,5日 以 内に1項 目

に改 善,正 常化,陰 性化 が あ った場 合。

無 効:上 記3項 目の いずれ に も改 善がみ られず,

または増悪 した場合 。

臨 床 成 績

Table 1に 各症 例 の一 覧 を示 す。

症例1M.F.,75歳,女 性,術 後腹腔内感染

胆管癌 による閉塞性黄疸 のため昭和59年8月9日 膵

頭 十 二 指 腸 切 除 術 を 施 行 した。術 後cefmetazole

(CMZ),gentamicin(GM)を 使用 していたが腹腔 ドレ

ーンより緑色膿性 の分泌物がみ られ るようになった
。P.

aemginosaの 感染が強 く疑われ本剤 に変更 した。本剤1

回19を1日2回7日 間計149を 投与 したが,投 与終了

時P.aemginosaは 不変,発 熱,局 所症状にも改善がみら

れず無効 と判定 した。

症例2Y.E,45歳,女 性,術 野皮下膿瘍

昭和58年11月 肝膿瘍の ドレナージ手術を受けたがド

レーン抜去後再 び発熱 を来た し瘻孔を形成 した。昭和59

年7月5日 ドレナージを再施行 し膿様排泄物がみられた

が,そ の後経過中皮下膿瘍を形成 し,P.aeruginosaを 検

出 した。8月15日 から本剤を5日 間計10g投 与して,P.

aemginOS8は 陰性化 し分泌液量の減少 を認めた。有効。

症例3S.E.,75歳,男 性,術 後肺炎

食道癌のため昭和59年8月2日 右開胸。食道再建術を

施 行 した が術 後10日 目肺 炎 を併発 した。latamoxef

(LMOX)を 使用 したが,全 身症状,喀 痰などの改善はな

かった。喀痰か らEntmcoccus faecalis,P.aemginosa,

Aeudomoms cepacnを 検 出,本 剤 に 変 更 した。E.

fzecalis,P. cepacnは 陰性化 し,P. aemginosaは 菌量

の減少を認 めた。 白血球増 多は改善 されなかった。やや

有効。

症例4K.C.,44歳,男 性,創 感染

胆石症のため胆嚢摘出後手術 創か ら膿性排泄物をみる

ようになった。HAPA-Bを 使用 したが排泄は続 き,P.

aeruginosaを 検出 した。本剤 を5日 間109の 使用で創は

治癒乾燥 して分泌物を認 めなくなった。有効。

症例5T.N,61歳,男 性,胆 管炎

胆石症のため胆嚢摘出および総胆管載石 ドレナージを

施行 した。術後経過中 ドレー ンから排出される胆汁の変

色,混 濁をみるに至 り,E.coliを 検出した。本剤を5日

間計10g使 用 してE.coliの 菌量減少 を認 めた。体温は
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やや下降 し胆汁の混濁 はやや軽減 した。やや有効。

症例6K.M.,61歳,女 性,胆 管炎

肝細胞癌で昭和60年10月 肝左葉切除,胆 摘,総 胆管

切開 ドレナージを施行 した。術後経過 中胆管炎 を併発 し,

E. faecalis, Enterobacter aerokenes, P. aerugnosa を

胆汁か ら検 出 した° 本 剤 を5日 間 計109使 用 した と こ

ろ,E.faecalis,Paeruginosaは 除 菌 され,E.aerogenes

は菌量 の減少 を認 め,胆 汁 は清 浄 化 した。 有 効。

症例7Y.F.,42歳,女 性,腹 腔 内感 染

昭和60年9月,外 傷性 肝 破 裂 で肝 縫 合,右 肝 動 脈 結 紮

を受 けた。 その後 腹 腔 内 ドレー ンか ら膿 性 分 泌物 が あ り,

連 日37.8℃ 前後 の発 熱 をみ た。 膿 か らP.aeruginosaを

検 出 し本 剤 を5日 間 計10g投 与 した 。発 熱 は お お むね 消

失し,白 血 球 数 は減 少傾 向 を認 め た。CRP,ESRの 改 善

はなかった。P.aeruginosaは 菌量 の 減 少 を認 め た。 有

効。

症例8 S.H.,73歳,女 性,胆 管 炎

胆石症 で胆 嚢摘 出,総 胆 管 切 開 ドレ ナー ジを施 行 した。

胆汁中から Klebsiella pneumoniae, Morganella mor-

ganiを 検 出し本剤を5日 間計10g使 用 した。 その後 そ

れらの菌は陰性化 したが新た にCitrobacter freundiiを

検出するようになった。 すなわち菌交代 を認めたが標 的

菌は除菌 されてお り,有 効 と認めた。 同時に白血球数は

減少し胆汁は清浄化 した。

副 作 用

各症例 とも臨床 症状 を呈 す る ような副作 用 は認 め

なかった。

Table 2に 本 剤使 用 前後 の 臨床検 査 値 の変 動 を示

した。

症例2に おい てS-GOTが 正 常範 囲 か ら異常 範 囲

に変動 し,ALPも 使 用後 異常 値 を示 したが,こ れ ら

の変動 は原疾 患で あ る肝 膿瘍 に よる もの で本剤 の影

響ではな い と考 える。

症例3で は,S-GOT,S-GPTと も正常 限界 を僅

かに越 えて異常 範 囲 に変 動 した。 この症例 で は使用

前 か らBilirubin値 は3～4mg/dlの 高 値 を 示 し変

動 を くり返 してお り,ALPに つ い ては使 用 前 か ら

異常値 を示 してい た。 この よ うに本 剤使 用 前 か ら明

らかに肝 障害が存 在 してお り,S-GOT,S-GPTの

変動 と本剤 との 関連 は ない ら しい と考 え てい る。

他の症例 で は問題 はな か った。

考 察

新 し く武 田 薬 品 工 業 株 式 会 社 で 開 発 さ れ た

CRMNは 単 環 性 β-lactam系 抗 生物 質 であ る。そ の

抗 菌 スペ ク トル は ユ ニ ー クで グ ラ ム陰 性 菌 に対 し

て は強 い抗 菌活 性 を示 す とともに各種細 菌 が産 生す

る β-lactamaseに 対 して安定 性 が高 い。しか しグ ラ

ム陽性 菌 に対 す る抗 菌力 は弱 い とされ る。

こ の よ う に 特 徴 あ る 抗 菌 ス ペ ク トル を 持 つ

CRMNが 臨 床 上,感 染 症 に対 し如何 な る効 果 を示

すか興 味 を引 くと ころで ある。

わ れわ れ は外 科的 感染 症8例,す なわ ち,術 後 創

感 染1,皮 下膿 瘍1,腹 腔 内感 染2,胆 道 感染3,術

後 肺 炎1に 使 用 した。 い ずれ も本 剤1回1gを 生 理

食 塩 水20mlに 溶 解 し静脈 内 に投与 した。投 与 期間

は5日 か ら7日,総 投与 量 は10gか ら14gで あ っ

た。

起 炎 菌 は8例 全 例 か ら検 出 し た が 検 出 菌 はE

faecalis 2株,E.coli 1株,K.pneumoniae 1株,

P.aeruginosa 6株,P.cepacia 1株,M.morganii

1株,E. aerogenes 1株 の計13株 で あ った。 この う

ち除菌 されたの は,K.pneumoniae 1株,P.aer-

uginosa 3株,P.cepacia 1株,M.morganii 1株 の

計7株 で,菌 量 の減 少 を認 めたの はE.coli 1株,P.

aeruginosa 2株,E.aerogenes 1株 で あ った。 不 変

また は増加 したの はE.faecalis 1株,P.aeruginosa

1株 であ った。本 剤使 用後 出現 したの はC.freundii

1株 で あ った。

これ を疾 患別 にみ る と術 創感 染 お よび術 野 の皮下

膿瘍 か らはそれ ぞれP.aeruginosaが 検 出 され たが

いず れ も除 菌 され て有 効 であ った。 腹腔 内感染 の2

例 か らは それ ぞれP.aeruginosaが 検 出 され た。1例

では菌量 の減 少 を認 めた が他 の1例 で は不 変 で,総

合 臨床効 果 は有効1,無 効1で あ った。術後 胆 道感 染

の3例 の胆 汁 か らは E. faecalis, E. coli, K.

pneumoniae, P. aeruginosa, M. morganii, E.

aerogenes各1株 が 分 離 さ れ た 。 こ の う ちE

faecalis, K. pneumoniae, P. aeruginosa, M.
morganiiは 除 菌 されE.coli,E.aerogenesは 菌 量

の減 少 をみ た。総 合臨 床的 には有効2,や や有 効1で

あ っ た。 術 後 肺 炎例 の 喀 痰 か ら はE.faecalis,P

aeruginosa,P.cepaciaが 検 出 され たが,起 炎 菌 と想

定 され たP.cepaciaは 除 菌 され た。Paerugimsaは

菌 量 の 減 少 が あ った がE.faecalisで は か え っ て菌
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量 の増加 が認 め られ た。 この症例 はやや有 効 と判 定

され た。

菌 種 別で はP.uruginosaは6例 か ら検 出 された。

この うち除 菌 された もの は3株 で他 の3株 で は菌量

の減 少 を認 めて い る。 この こ とか らP.aeruginosa

感 染症 に対 す る効 果 も期待 で きる よ うに考 え られ る。

これ ら8例 の臨床 使 用例 を通 じて有 効5,や や有

効2,無 効1で 有 効率 は62.5%で あ った。 い ずれの

症 例 にお いて もグラム陰性 菌感 染症 で ある こ とを確

認 して本剤 を使 用 したが複 数菌 感染例 でE.faecaliS

が2例 か ら検 出 され た。 この うち1株 は除 菌 され臨

床 的 に も有 効 であ ったが,他 の1例 で は菌 量 の増加

を来 た しやや有 効 に とど まった。無効 で あ った1例

は本 剤の効 果 が期待 で き るP.aemginosa検 出例 で

あ ったが,菌 量 不変,発 熱,局 所所 見不変 の た め無

効 と判定 した。本 症例 はCMZ,GMの 併用 で も無効

で あ り,P.aerugznosaのMICを 測定 しえなか った

が,本 剤 の1日 投与 量29で は不 十分 で あった とも

考 え られ た。

本 剤 の使 用 に 当って はグ ラム陰性 菌感染症である

こ とを確 か めて投与 を開 始す る必要 が ある と思われ

る。 グ ラム陰性 菌 以外 の菌 を含 む複 数菌感染の場合

に おい ては,注 意深 く本 剤 を投与 す る必要が ある。

またグ ラム陽性 菌 に抗菌 力 を もつ他 の抗生物質併用

を も考慮 すべ きで あ ろ うと考 え る。 全体 として外科

的感 染症 と くに グラム陰 性菌感 染症 に対 して,本 剤

の有効 性 は十分 認 め られ る と考 え られ る。
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CARUMONAM FOR INFECTIONS

IN THE SURGICAL FIELD
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We conducted a clinical study of carumonam, a new monocyclic B-lactam antibiotics.
1. The drug was administered i.v. at 2g daily for 5-7 days to 7 patients with surgical infections:

1 postoperative wound infection, 1 subcutaneous abscess, 2 intraabdominal infection, 3 cholangitis and
1 postoperative pneumonia.

2. Clinical effects were good in 5, fair in 2 and poor in 1. The efficacy rate was 62.5%.
3. Bacteriologically, 7 out of 13 strains were eradicated and 5 strains were decreased after

treatment with carumonam. Most of the eradicated isolates were Gram-negative strains.
4. Of Pseudomonas aeruginosa strains isolated from 6 patients, 3 out of 6 were eradicated. The

other 3 strains were decreased.
5. No side effects were observed.


